
薬事日報　薬学生新聞

常に少なく、今後も既出問題を暗記ではなく
理解して解き、出題されている内容を応用で
きるようになる必要がある。

■「化学」

　難易度は、「必須問題」はやや平易、「理論
問題」は中等、「実践問題」は化学：やや難、
実務：中等であった。必須問題は近年の傾向
と同様、全ての問で構造式が出題されていた。
また生体成分のアミノ酸の部分構造と関連さ
せて塩基性の強さを問う問題もあった。理論
問題は近年の傾向と同様、生薬の１題以外は
構造を絡めた問題であった。化学反応の問題
は、単に反応生成物を問うのではなく、反応
機構を理解した上で解答する問題も出題され
た。実践問題の化学は、医薬品の作用機序を
化学反応で問う問題、グルタチオン抱合体の
構造を問う問題など、医薬品に化学反応を絡
めた出題が見られた。全体的に構造を絡めた
問題、生体成分や医薬品を絡めた問題など、
暗記ではなく、構造を見て判断させる問題が
多く出題されていた。生薬は、既出の「日本
薬局方」生薬ではなく、初出題が例年に比べ
多かった。

■「生物」

　難易度は、「必須問題」は平易、「理論問題」
は難、「実践問題」は生物：やや平易、実践：
中等であった。必須問題は、既出問題の内容
を理解していれば解答を導きやすい問題であ
った。例年通り、模式図（消化器）を用いた
問題や真菌の特徴を問う基本的な問題が出題
された。理論問題は、近年では最も難易度が
高かった。図や構造式などを用いた問題は５
題あり、ｓｉＲＮＡ導入実験、移植片拒絶反
応と遺伝子型に関する問題は初出題であっ
た。既出問題の知識だけではなく、幅広い深
い知識と文章の読解力、考える力が必要とさ
れた。実践問題は、「バイオ後続品」、「エコ
ノミークラス症候群」、「褥瘡」、「統合失調症」、

「高カロリー輸液療法」など、より実際の医
療現場を意識した問題が出題された。全体的
としては、既出類似問題が複数出題されてい
るが、一方でバイオ医薬品や褥瘡の問題に見
られるように、今まで以上に医療を意識した
幅広い深い知識が求められる問題が多く出題
された。

■「衛生」

　難易度は、「必須問題」はやや平易、「理論
問題」は中等、「実践問題」は衛生：やや平易、
実務：平易であった。必須問題は、構造の知
識を問う問題が多く、毎年話題となった感染
症などの事項が出題されるが、今回は風疹や
Ｅ型肝炎について２題が出題された。理論問
題は、計算問題が例年と比べて多く出題され
た。法律に関しては、101回に引き続き、新
たに制定された食品表示法の内容に関しての
出題があった。実践問題は、既出問題を理解
していれば解ける問題が多かった。「高カロ
リー輸液」、「予防接種」、「乱用薬物」、「医療

廃棄物」、「話題性のあ
る感染症（院内感染症
や性感染症）」などが
出題された。また、学
校薬剤師に関する問題
が ２ 題 と 多 か っ た。 
全体的に、近年とほぼ
同じ難易度であった。
基本は既出問題の知識
で解けるものではある
が、図表などでの出題
が多いため、問題を解
く前にまず問題文をよ
く読み内容を理解する
ことが重要である。

■「薬理」

　難易度は、「必須問
題」は平易、「理論問題」
は 中 等、「 実 践 問 題 」
は薬理：やや平易、実
務： や や 平 易 で あ っ
た。必須問題は、既出
の薬物名及び作用機序を問うものが中心であ
った。また、シルデナフィルと硝酸薬の相互
作用、利尿作用を生体物質の変化で問う問題
など新傾向の問題も出題されている。理論問
題は、未出題薬物の作用機序を問う内容も出
題されているが、既出問題の内容を理解して
いれば正解を導ける問題がほとんどであっ
た。また、化学構造から考える問題、薬理と
治療との連問など、新傾向の問題があった。
実践問題は、現場を意識した内容が中心であ
り、初めの問題で正解を導けないと、次の問
題も正解することができないものが多く出題
された。新傾向では、検査所見から原因医薬
品を推定する問題が出題された。全体として、
未出題薬物も出題されたが、既出薬物の作用
機序を理解していれば正解できる問題であっ
た。しかし、病態・薬物治療との複合性が高
い問題が出題されており、既出内容の徹底し
た理解と治療との壁をなくした学修が求めら
れる傾向であった。

■「薬剤」

　難易度は、「必須問題」はやや平易、「理論
問題」は中等、「実践問題」は薬剤：中等、
実務：やや難であった。必須問題は、既出の
知識を中心とした出題であり、既出問題の知
識が定着している学生には得点しやすい問題
であった。また、薬剤では初めて化学構造を
選択肢に使用した出題もあり、出題の切り口
の工夫がうかがえる内容であった。理論問題
は、幅広く学習をしていた学生は得点しやす
い問題であった。また、物理薬剤学の範囲で
は物理化学（基礎）に近い内容の出題が見ら
れた。製剤学の範囲では17局改定内容につ
いても触れた出題があった。実践問題は、現
場で実際に使用されている薬物を中心とした
出題であった。病院薬剤師の現場を想定した
出題が多数みられた。また、製剤学の範囲で

は17局改定内容について触れた出題があっ
た。全体的に、必須問題と理論問題は既出問
題における出題内容の理解、実践問題では現
場で使用される薬剤についての知識を意識し
た出題傾向であった。計算問題は例年通り出
題されている。

■「病態・薬物治療と情報」

　難易度は、「必須問題」はやや難、「理論問
題」は難、「実践問題」は病態・治療：中等、
実務：やや難であった。必須問題は、病態・
薬物治療10題、情報・検定５題の出題であ
った。情報・検定では、ｔ分布に関する問題
が新規の内容であった。理論問題は、病態・
薬物治療11題、情報・検定３題、テーラー
メード１題の出題であった。全体に病態・薬
物治療の問題は、比較的正解しやすいものが
多いが、病態と生体リズムに関する問題など
難解なものが含まれていた。情報・検定に関
しては、検定手法を問う問題などが出題され、
詳細を問う内容であり、難解であった。実践
問題の患者の症状より重症度を判定し薬物を
選択する問題、ブルーレターが発出されてい
る薬物に関する内容は、医療現場を反映する
問題であった。インタビューフォームの情報
を利用して解答する難しい問題も出題されて
いた。全体的に難易度が高かった。新規の疾
患での出題はないが、今まで出題された疾患
においても出題の傾向が変わり、より詳細な
内容を問う問題が多かった。情報・検定に関
しては、検定法の選択など実践的なものが出
題され難易度は高かった。  

■「法規・制度・倫理」

　難易度は、「必須問題」は平易、「理論問題」
はやや難、「実践問題」は法規：中等、実務：
平易であった。必須問題は、９割以上得点す
ることも可能であったと考えられる。内容は

97回以降の国試で既に出題されたものが多
かった。理論問題は、医薬品医療機器等法の
問題が3割と多かったが、他の問題は偏りな
く出題されていた。例年よりも解答し難い問
題が増えており、半数以上の問題に１～2記
述は新傾向または10年以上前の既出問題の
記述が見られた。なお、旧制度名が関係する
問題が初めて出題された。実践問題は様々な
場面で薬剤師としての対応を求める問題が多
かった。個人情報の保護に関する法律、ＣＲ
Ｃとしての役割は新規の内容が3 ～4記述含
まれており、より深い知識や考える力が求め
られた。また、医薬品・医療機器等安全性情
報報告書を用いた記入事項に関する内容は初
めて出題され、実践的な問題であった。全体
的に、近年の試験では最も難易度が高かった。
範囲は満遍なく出題される傾向は変わらず、
内容については、既出問題中心の知識だけで
は解答を導けない問題が増加している。

■「実務」

　難易度は、「必須問題」は平易、「実践問題：
実務の単問」は中等であった。必須問題は、
薬剤師業務の基本的用語～漢方の副作用と基
礎的な内容、 病院や薬局に関する業務内容に
ついての出題、既出問題に類似した内容が多
く出題されており、得点しやすい問題であっ
た。特定生物由来製品や血液汚染など血液関
連問題が多く（３題）出題されている。また、
新しい用語（ＭＭＳＥ）についても出題され
た。実践問題（実務）は、副作用・中毒関連
の問題、計算問題、 注射・輸液関連の問題が
多く、出題範囲に偏りがあった。また、考え
る力や問題解決能力を必要とする問題も多く
出題されていた。全体的に、既出内容の理解
や計算問題・情報活用問題など新問への対応
ができれば得点は伸びたと思われる。実務実
習の成果を問う問題も多く出題されていた。

表４　薬剤師国家試験問題区分と合格基準（改訂後）

※実践問題は、「実務」20問、及びそれぞれの科目と「実務」とを関連させた複合問題130問からなる
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